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平成26年 1月 1日 ～12月 31日 までの被害

【神奈 川 県下】

★ 発生件数 : 1, 392件 ( 内 未遂 84件 )

★ 被害総額 : 約 42億 3, 000万 円

【戸塚署 管 内】

★ 発生件 数 : 47件 ( 内 未遂4件
)

ん

平成27年 1月 1日 ～ 1月 15日 迄

神奈川県下

発生件数  5件 ( 内 未遂 1件 )

被 害 額  約1, 393万 円

戸塚警察署管内

発生件数    0件

県警ホームページ

動 坂 交番 管 内の

【事故】
口
物件 8件 ・人身 6件

( I 126. 12. 16- H27. 1. 15ま で )

事件事故 は110番 、

各種相談は#9110

‐ 「みんなで

つくろう

安 心の街 」

★ 被 害 総 額 : 約 8, 700万 円

※ 被害にあわないためには、

O言 われるままにすぐ振り込まない

O知 らない人に現金を手渡さない

O相 手力
t 身

内を名乗つたら、いつたん電話を切り、

必ず本人に確認する

O自 分にもいつか詐欺の電話がかかつてくると心構えを持つ

※ 相談
・

問い合わせ先 : ( 平 日午前8: 30～ 午後5: 15ま で)

県警本部生活安全総務課 : 045- 211- 1212

振り込め詐欺ホットライン:  045- 651- 7970

本年 2月 : 日現在、神奈|: l 県 内では

15名 の方か交通事故によ‖ 亡くなって

お
ι

l 孝 す。戸塚警察署管内でも既に2

名の方が《1/6鳥か丘て発生、同乗者

が死亡》
0《

Z/1彫取町で発生、ひき

逃i f を 伴う死亡事故》交通事故で亡

くなってお
ι
l ま す。交通 事故 勝決

して他人事 ではあ
ι

: き 世ん。

交通′L― J Lを 守
ι

l 、

ゆこ
ι

l こ 譲
ι
l 含いの

ある運転を実践しも

交通事故を防止し事

しょう。
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極在暴力黒団のアツト発見にご協力をI I 碑なさすからの情報が決め手です! ′



柏尾小学校はまつ子ふれあいスクール

アシスタントパートナー募集要頂

横 浜 市

柏尾小 はま つ子ふれ あいス クール のア シス タン ト
パー トナー として、平成 27年 度 に登録 を希望 され る方 は、

下記要項 を確認 の上はまつ子 まで ご連絡 くだ さい
c

8822- 7111( 月 ～金  13時 ～18時 、±  9日寺～16時 ) 柏 尾小はまつ子ふれ あいスクール

1 位 置
づ け

はま つ子ふれ あいスクール運営委員会 の依頼 に基づ き活動す る、運営協力者 です。 日々の活動 は、チー フパ

ー トナーの補助者 としてチー フ
パー トナーの指示 に従 って行 います。

2 活動 の内容

◆  子 どもた ちが安全 に、遊 びの楽 しさを知 って、いろい ろな遊 び を体験 で きる よ うなお手伝 い

◆  活動場所 ( 柏 尾小学校 内教室・
体育館 、校庭等) の 準備 、清掃 、後 片づ け、戸締 ま りな ど

◆  軽易 な事務補助 ( 電 話応 対、児童 の参加確認 、児童名 簿作成 、文書印刷等 )

3 活動 の条件

ア 活動期間

平成 27年 4月 1日 ( 依 頼 日) ～ 平成 28年 3月 31日

※  活動期間は、依頼 日か ら、その年度の末 日 ( 3月 31日 ) ま でです。単年度毎の依頼 ですので次年度

の更新が保証 され るものでは あ りません 。

※  年 度途 中で放課 後 キ ッズ クラブ
ヘ

移行す る場合 な ど、3月 31日 までの雇用で はない場合 もあ ります。

※  更新 につ いて は、運 営委員会 の定 める年数 を限度 と しています。

イ 活動時間

◆  原則l と して、子 どもたちの活動時間

( 平 日 : 放課後～  18 時、学校体業 日等 :  9 時 00 分～  18 時)

◆  複数の運営スタ ッフのローテーシ ョンですので、活動 日数や時間は ご希望に添えない場合があ ります。

◆  子 どもたちの児童の参加状況や行事開催等によ り、運営
スタッフの人数や活動時間が変動す る場合があ りま

すので、一定の収 入金額 が保証 され る ものではあ りませ ん。

謝金

1時 間 888円

その他

パー トナー と しての活動 中にけが を負い医療機 関で受診 した場合 は、労災保 険が適用 にな ります。

年齢 18歳 以上～概 ね65歳 以下。 で きるだ け学 区内在 能の方 ( 徒 歩 でi 邑 勤 で きる方 ) 。

留意事項

子 どもたちや各家庭等のプライ
バ シーに関す る事柄 については、絶対に日外 しないで くだ さい。

子 どもたちの 自主性、独 自性 を尊重 し、のびのび と過 ごす ことができるよ う心がけて くだ さい。

子 どもたちの安全には細心の注意 を払 つて見守って下 さい。

子 どもたちには平等に接 して下 さい。特に近親者等が参加 している場合 な ど、誤解 を受けることのないよ う御

配慮 くだ さい。

子 どもたち と接す る活動ですので、 ご自身の健康管理について十分御配慮 して くだ さい。

なお、年 に 1度 は必ず胸部 X線検査を受け、結果 を運営委員会
へ

御報告 くだ さい。

子 ども
への暴力

・
暴言は厳禁です。

子 ども
への接 し方等について不適切な行為があった場合には辞めていただ くことがあ ります。

また、運営法人または運営委員会は、担 当課 に氏名その他 を報告す ることがあ ります。         、

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆



ミユニテイハウスだより

紹 介 号 平成 2742月 21開師

柏尾町 1317( 柏 尾小学校内)

T■ 825‐ 4358 f ax825‐ 4357

メ
ー
ルSakurach460yahoo, co. j p

ホームページもご覧 ください
QR→

トーレチャイム
0ミ

ュー プ馘襄詢じ九一種二一

♂

癒しの音色を演奏してみましょ

う。トーンチヤイムや
ハンドベルを

仲間と気持ちを合わせて演奏し

ます。楽譜は読めなくても大丈夫

です。

ゆ 日 時 : 平 成27年 4月 から開催

毎 月 第 二・第 四 月曜 日 午 後 1時 30分 から3時

畿 場 所 : 柏 尾 小 学 校 コミユニテイ
ハウス 研 修 室

ヽ
内 容 :  トーンチヤイム

0ハ
ンドベル

麟 講 師 : 野 尻恵 美 子 氏

麟 対 象 :  男女 問わず

》 募集人数 :  10名 程度

8   orFAXが 直接
減ミユ識テイ

パタス%

:   
輻雛

8M- 485g r    鵞聯
一

儡 57

闘 0.

盆7年度  トーンチヤイム・ハ ン ドベル ワークシヨップ参加申込書

] 氏 名 男
口

女

2 連絡先

8 住 所

1目B     (

鷺



尾小コミュニテイ
ハ

ウスだより

懃主事業 紹介号 平成2742月 21日 発行

柏尾町 1317( 柏 尾小学校 内)

■L825‐ 4358 f ax825‐ 4357

メ
ー
ルSakurach40@yahoooco. j p

ホームページもご覧 ください Qト

舟護予腑、健康憎進・維持のために、

『はまち
・

P・ ん棟操』を始めま世んか !

鰊操のほか、皆厳とご一緒にゲーム

等で楽しいひと時を過ごしたいと思

います。

◆

　

◆

　

◆

◆

　

◆

　

◆

日 時 : 4月 から毎 月第 3月 曜 日午前 10時 から H時 30分

平成27年 4月 20日 、5月 18日 、6月 15日 、7月 20日 、8月 17日

場 所 : 柏 尾小 学校 コミユニテイハウス 研修室

内 容 : はまちゃん体操、椅子 に座つてすることもできます。

講 師 : 横 浜 市体育協 会認 定「はまちゃん」体操指 導者

地 域にお住いの 斎藤様、畠山様、皆川様 、森越様 、小林様

どなたでも

室内履き G餞顔⑭

…

■朧 飲夕豚 河拭きなど

特に申じ越初は趨要ありません

…

い日にじ易いくださしヽ

会場の準備の話住ム 1義m        ると助かりま九

お問い合わせはコミュニテイ
ハ

ウスヘ

8 825- 4358 FAX825- 4357
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横浜市青指の

シンボルマーク

l p… 子育てワンポイン ト ! /2・ 3p… 各地区活動紹介/4p… 横浜市青少年指導員研修会

の絆
～

」
・26年 度下期終了行事一覧

・27年度上期行事予定一覧

「つなが り～地域

子育て

ワンポイント′

一 本との出会いは人生を変える 一

あなたはひと月に1可 冊の本を読まれていますか?

全 国学校 図書館協議会 は毎 日新 聞社 と共 同で、全

国の小
。

中
。

高等学校の児童生徒 の読書状 況 について毎年調査 を行 つています。
「5月 の

1か 月 間 に読 ん だ本 の冊 数」に関 す る第 60回 ( 2014年 ) の 調 査 の結 果 で は、小 学 生 は

11. 4冊 ( 前 回 10. 1冊
) 、 中学生 は 3. 9冊 ( 前 回 4. 1冊

) 、 高校生 は 1. 6冊 ( 前 回 1. 7冊 ) で した。

昨年度に比べ、小学生 は大きく増カロしましたが、中学生
。

高校生は減少 しています。

小学校では、授業の中で読書時間を設けたりする取り組みが効果を上 げているようです。

年齢が進むにつれ読書量が減つていることは残念ですが、年齢の低い頃から読書をすることがとても重要です。
「

読書は

脳のトレーニング」とも言われます。すぐにイメージ化出来やすいマンガや映画とは違つて、ストーリーの背景や状況を想像

することで脳はどんどん活性化し神経回路が発達します。

5月 の1か月間に読んだ本の冊数

高校生

1. 6冊 201

■ 201

17冊

l b側

幼少期
…

喜怒哀楽の感情面や善悪の価値基準を育てる頃です。悪者によって苦 しめられている者が、正義の味方によって助けら

れ笑顔が戻るというような、単純で明快なス トー リーがお勧めです。ですから、裏切 りやどんでん返 しのあるような大

人好みのストーリーはお勧めできません。もちろん読み聞かせでも効果は十分です。

児童期… 自他の価値観の違いに気付きが生まれる頃です。登場人物 の気持ちを考えることで、他者理解や様々な価値観を受入れ

る基盤が発達 します。相手の気持ちを推 し量 り、ス トーリーの展開を予想
。

分析することで思考力・
論理力を鍛えるこ

とができます。また、言葉やその表現の仕方は、コミュニケーシ∃ン能力にそのまま生かされます。

思春期
…

自分自身が確立される時期です。自分が周 りからどのように評価され認められるかがとても重要な時期で、状況によっ

ては孤立 したり、素直になれない自分 に強いス トレスを感 じたりします。フィクシ∃ンの世界に入り込むことで、煩わし

い出来事を忘れさせ、良い意味で日常から逃避でき、孤独に耐えることもできます。主人公の行動に勇気を貰い、悩ん

でいたことへの解決の糸□ を見出し、日常生活の活力につながることもあります。

成人期
…

現代は、大人と言えども心が安定 しているわけではありません。ノンフィクシ∃ンの世界は、現実をより広い視点から見

つめることが出来、そこから現状打破の知恵や心穏やかに生きるためのヒントを得ることも出来るでしよう。

読書 は人の成長 に大きな良い影響 を与えます。どんどん本に親 しむ機会を作 りましょう。

■ ご存細で珈 ?毎日 23日 は
「

市民読書の日」

平成 26年 4月 1日 に
「

横浜市民の読書活動の推進に関する条例」が施行されました。この条例で、読書活動に関する市民の関心

及び理解を深め、読書活動の推進のために、毎月 23日 を 「
市民読書の日」とし、毎年 11月 は市民の読書活動推進月間となりました。

◆ 横浜市民読書活動推進計画の基本的な考え方◆

1平 L幼 児から高齢者まで全ての市民を対象とした読書活動の推進

2地域の様々な施設や団体と連携 した読書活動の推進

戸塚区でも、身近な場所で読書活動の推進を図るため、

が策定されます。

平成 26年 度中に
「

戸塚区読書活動推進目標」



「作つてあそぶ、竹とんぼ大会」

ある程度形になつた羽根の部分を紙やすりでき

れいにしながら、左右のバランスを調整 し、竹串

の軸を付けます。そして、マジツクで色を塗つて

自分だけの竹とんぼを完成させます。その後体

育館で、飛んだ距離と、フラフ=プの輸に入れる

という二つのゲームをして遊びます。自分だけの

竹とんばで、高く遠くまで飛 ばそうと、何回も

挑戦し見上げる目が、とても楽しそうです。

「元旦マラソン&さわやかウォーク」

「
元旦マラソンJ  年明け一番のイベントです。元

日の朝9時 に、約130人 がスター ト。l km、 3km、

5kmの 3コ ースを、ゴールの柏尾小学校まで、沿

道の声援に背中を押されながら疾走 します。今年

も良い年になりますように ! ! !

「
さわやかウォーク」 新春の季節に参加者60人

全員で、ウオーキングをします。今年は、柏尾町内か

ら横浜駅までの旧東海道 ( 約 10km) を 6時 間程で

上矢部地区

「親子紙飛行機大会」

親子で紙飛行機を作 り、飛行時間を競いま

す。みんなが同 じ型紙 を使 うので、ちゃん

と作れば同じように飛ぶはずですが
…

。子

どものタイム部門、親子の合計タイム部門

で表彰。一人で参加 した子どもはスタッフ

が親代わりとなリー緒に楽 しんでいます。

「 クリスマス リース作 りJ

今年 もや つてきましたク リスマス リース

作 り。33名 の子 どもたちが好 きな材料

を選び、思い思いの飾 り付 けを楽 しみま

した。赤や黄色や青 に輝いた個性豊かな

ク リスマス リースが出来上が りました。

東戸塚地区

「じめ縄作 り」

年末 に東戸塚地区センター協賛で年始に

玄関に飾 る しめ縄 を作 ります。子 どもよ

り大人、特 に女性の参力] 者 が多 く毎年予

約 を取 るのが大変 な ほどの人気行事 で

す。近 日講師の方が ご高齢 にな られるの

とワラの入手が難 しくなつて来ました。

「 キ ャン ドル作 り」

名瀬ケアプラザで行 われた児童文化教室

では手作リキャンドルに挑戦しました。かわ

いいサンタクロース、雪だるま、招き猫 の

キャンドル作品が次々とできあが

' り

小学生

～大人の皆様とたくさんの心灯燈る暖かい

時間を過ごすことが出きました。

踊場地区

「さつま芋掘り」

踊場地区の人気行事のひとつである
「

さ

つま芋掘 り」を、10月 26日
( 日 ) に 行いまし

た。子 どもたちは、今年はやや小ぶ りなが

ら芋の収穫 に大歓声 1 宝探 しゲームを

楽 しんだ り美味 しい豚汁をお腹一杯 に食

べるなど、大満足の― 日となりました。

つなが り ～地域の絆～

⑩平戸地区

0平戸平不□台地区

⑫上矢部地区

0名瀬地区

0大正地区

⑮汲沢地区

0上倉田地区

0下倉田地区

「段ボーJ レ 迷路を体験しよう! 」

12月 の大正連合フェスタでの段ボール迷路、クリス

マスリースづくり、ミニ門松づくり、オリジナルブレ

スレットづくりなどを実施しています。今回紹介の

段ボール迷路は無料で迷路が体験でき、的あての景

品も、バルーンももらえちゃう楽しいイベントです。

ぜひ体験してください。詳しくはホームページ: 大正

青指/検索[ ht t p: 〃
t SS. mai n j p/ ] を ご覧下さい。

毎年2月 に30～ 40人で楽しみます

歩 きました。途 中、

史 跡 の見 学・説 明

を受 け、横 浜 の歴

史を垣間見ました。

さわやかウォーク
「

保土ヶ谷宿めぐり」

各地区活動1

0戸塚第一地区

0雇
Ы鳳] L区

0戸 塚第三地区

0踊場地区

0北汲沢地区

0舞岡地区

0川上地区

0柏尾地区

0東 戸塚地区



「さつまいも掘り大会」「サマーキャンプ」

今年のキャンプは足柄ふれあいの村へ行 つ

てきま した。少 し遠か つたですが、“ニジマ

スのつかみ ど り
"や

“ブルーベ リー狩 り
"、

“キヤン ドルファイヤー
"な

ど楽 しい思い出

を作ることが出来ま した。

ブルーベ リーは食べ放題、三ジマスの塩焼

きも大変美味 しかつたです。

10月 19日 に、毎年恒例 のさつまいも掘 り大会

を行いました。各地区子ども会のご協力のもと、

200人 以上の参力B者 が芋 ほりを楽 しみました。

今年 は例年以上 に豊 作で、あち らこちらで大

物を掘 り当てた歓声が上が りました。芋ほり後

は、子ども会特製の豚汁パーティー。お腹も満

「スポーツ&工
作イベン ト」

川上地区では毎年 12月 にスポーツ推進委員と

協働でイベントを開催 します。午前は
「

スポー

ツ」、昼食に 「トン汁」を食べてから午後は
「

工

作」とフルコースです。昨年は
「

ペタンク大会」

と 「アイロンピ■ ズ作 り」を行いました。

スポーツの得意な子、アー ト感覚 に優れた子、

それぞれが自分の個性を発揮 し輝<一 日です。

「ビーズエ作」

今年は児童文化作品展を翌週に控えた11月 29日

に開催しました。ごみのリサイクルを学びながら、

ヤクルトの空き容器から作られた10色 のペレット

ト ズを使つての自由工作。参カロ者33名 の」
ヽ
学生

が思い思いに、紙粘土や空き瓶にきれいなビーズ

を張 り付けて、約2時 間で完成 しました。子どもた

ちの倉」造力と発想力には青指全員脱帽でした。

「 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 大 会 」

秋の大運動会です。小さなお子様、お父さん、お

母さんだけでなく、小学生から大学生、留学生、

お爺ちゃん、お婆ちゃんが大集合 し、運動不足解

消になりました。それだけでなく、皆様のコミュ

ニケーション不足の改善にもなり、地域の絆が強

まりました。1塁 我せずによかつたな―。ほんとに。

たされ、笑顔あふれる一 日で した。

「人形劇を楽 しむ会」

汲沢ケアプラザで開催しています。前半は子どもたち

対象に
「

人形劇と簡単なマジックショー」、後半は大人

の方も楽しめる催しという2部構成です。後半の催し

として、今年は汲沢中学校の“
合唱部

"に
よる童謡やク

リスマスソングを楽しむ会、今までには“スチールバン

( ド ラム缶で出来た楽器) "演 奏や、地域の子どもお囃

子連の
“
サ師子舞

"な
どいろいろな団体が出演してくれ

て、当日来てくれた皆さんが楽しかったと喜んでくれ

ている行事です。皆さんも一度見に来ませんか。

「 平 戸 地 区 連 合 町 内 会 大 運 動 会 J

10月 12日 に平戸地区連合町内会大運動会が開

催されました。台風 が懸念 されましたが、参カロ

者の熱気に圧倒されたか影響 なしで した。小さ

な子 どもか らお年寄 りまで、みんな元気 にそ し

て懸命 に頑張つていました。中には頑張 りすぎ

て転倒 して しまう人もいましたが、大きなケガ人

も出ず、スポーツの秋を満喫 していました。

上倉田地区

「クリスマスツリー作り」

秋 ごろに子 どもたちと一緒に工作教室 を

行 つています。なるべ く大人の手 をbl l え

ずに、子どもたちの工夫に任せて自由に

作つています。出来上がった作品は児童

文化作品展に出品 します。

スポーツイベント



日程
: 平

成26年 10月 5日 ( 日 )    場所
: 戸塚公会堂

横浜市青少年指導員は、次世代を担う青少年が健やかに育つよ

う、よりよい地域環境を目指して日々活動しています。第 24期 は、

横浜市内 18区で約 2, 600人 が横浜市長から委嘱をされています。

その活動の一環として、年1回 、市内全青少年指導員を対象として、

「
横浜市青少年指導員研修会」を開催してします。

今年度は戸塚区が当番幹事となつて企画
・運営を行い、

「つなが

り～地域の絆
～

」を研修会のテーマとして開催しました。当日は、

台風接近に伴う雨の中、市内各区から総勢 470人 の青少年指導員

が戸塚公会堂に集まって研修に参力0を しました。

オープニングは、地域から寄贈された法被をまとった深谷中学校

と俣野小学校の生徒
・

児童が息の合つた迫力のある踊り
「

青春ソーラン節」で会場を盛り上 げてくれました。

その後、戸塚区青少年指導員が地域の絆を大切 にして続 けている活動
「

青少年防災対応力強化研修」
「

チャ

レンジフェスティバル」
「

戸塚つ子 いきいきアートフェスティバル」などの活動紹介を行 いました。また同時に各

地区において展開している様々な地区活動をまとめたパネル展をロビーで行いました。

基調講演は、フリーアナウンサー朝岡聡氏により
「

コミュニケーシ∃ンと発想のヒント」と題 して行われました。

あいさつを始めとするコミュニケーシ∃ンが大切であり「
( Dか

るく」「
にDつ

も」「
( ∋

きに」「
( ⊃

づけて」を

朝岡氏も基本に心がけているとのお話でした。

その他、子どもたちの目線に合わせて話す

ことや
「

答えることより応える」
「

聞くより聴く」

など、
「

青少年指導員としてだけではなく、子

どもたちの見本となる気品ある大人を心がけ

ましょう」とお話をいただきました。

次回の研修会は磯子区で開催予定です。

ウナシーも登場

講演中の朝岡氏

青春ソーラン節

な
ち●( %Ⅲ 26年度 下期終了行事 一覧

珍横浜市青少年指導員研修 ( 戸 塚区 )

レ
戸塚ふれあい区民まつりで活動アピール

( 東戸塚小学校) 工 作教室や模擬店出店

錮神奈川県青少年指導員大会 ( 小 田原市)

蒻青少年防災対応力強化兼青少年指導員全体研修

( 消 防訓練センター) 中学生と青少年指導員の防災

対応力強化を目的に、心肺蘇生を実習

斬児童文化作品展 ( 戸塚地区センター
)

各地区で倉」つた作品を紹介展示

%戸塚つ子いきいきアー トフェスティバル

( ス テージ発表 : 戸 塚公会堂
・

作品展 : 戸 塚区役所3階 区民広間)

区内小中高生による合唱
・

吹奏楽
・

ダンスなどの合同発表会 ( 共 催)

' ′

' %′

● 26年度 下期行事予定一覧

' れ
' ( ″

・

( 3月
21日 ( 土

・祝 ) )

静
横浜市青少年指導員大会 ( 県 青少年センター

)

｀
‐

像

～

‐
27年度 上期行事予定―覧

■
ル

・・

′
、

( 5月
17日 ( 日 ) )

燃第 15回  チャレンジフェスティバル ( 戸 塚小学校)

19種 類の競技にチャレンジ 1出 るか新記録 11( 共催)

①

紫戸塚区青少年指導員新人研修 ( 戸 塚区役所)

新人対象の基礎研修

①

多青少年の健全育成を進める県民大会

織戸塚区青少年指導員研修 ( 戸 塚区役所)

や横浜市一斉統一活動

パ トロール活動
～

区内各地で巡回

社会環境実態調査～有害図書
・

カラオケ店など

編集発行 ● 戸塚 区青少年指導員協議会広報部

事 務 局 ● 戸塚区地域振 興課  8866- 8415 /  印 刷 ● l ■ l 佐 藤 印刷所  容 231- 2434

0

◎詳しくI ま
錫 ht t p: 〃 www. ci t y. yokohama. [ g. j p/ t ot suka/chi shi n/sei shi dayori /



ヒ 戸 塚 区

戸塚区保健活動推進員会 ( 事務局 : 戸 塚区役所福祉保健課内)

横浜市戸塚区戸塚町16番 地17号  丁EL: 866- 8426

ごあ い さつ わ

雑
由 紀 乃

た

戸 塚 区 長 田

保健活動推進 員 の皆様 におかれ ま しては、地域 の方 々の健康 のため、様 々な

活動を実践 していただき、本 当にあ りが とうございます。

さて、本市では、第 2期 健康横浜 21の 基本 目標である健康寿命を延ばす ことの

具体 的な取 り組みの 1つ と して 「よこはまウォーキングポイン ト」を平成 26年

11月 か ら開始いた しま した。 当初予定 していた 5万人を大き く超える方々のエン

トリーがあ り、市民の皆様の健康づ くりに対する関心が非 常に高い ことを改めて

実感いた しま した。

地域における健康づ くりは、 日々の積み重ねが大切であ り、保健活動推進員の皆様の活動がその

原動力であると力強 く思 つています。

高齢化の進展に伴い、地域での健康づ くりの活動がますます重要 とな ります。 これからもどうぞ

よろしくお願いいた します。

ごあ い さつ
△

ム 長 堀 内  潔

推進員の皆さん こんにちは。日頃か ら、地域住民の健康づ くりの リーダーと して、

また横浜市の健康づ くりのパー トナー と してきまざまな活動 に取 りくんでいただ

き、おネL申 し上げます。特に、26年 度は「よこはまウォーキングポイン ト事業」

および「よこはま健康スタンプラ リー事業」 に積極的に関わ つていただき、皆様

の意欲
。

熱意に心強い思いを してお ります。今後 も、地域の方々のお力もいただ

きなが ら一層の活動に励んでゆきま しょう。 どうぞ、 よろ しくお願い します。

■

各 地 区会 長 一 覧
ギ
'

11月 3日 、好 天 の も と東 戸塚 小 学

校 を会場 に恒例の「区民 まつ り」 と同

時 に「健康 まつ り」が開催 され ま した。

保健活動推進員 は総勢 23名 が従事 し

ま した。「健 康 チ ェ ック」のエ リア に

参加 して、血管年齢
・

脳年齢
・ ロコモ

度 テス トの 3種類の測定 と、健康づ く

りに関する啓発資料の配布 ( ウ オーキ ングポイ ン ト事業
・ ロコ

モ予防
・

特定健診事業 ほか) を 行 いま した。

健康 チ ェ ックを受 けた大勢 の区民 は、測定結果

に一喜 一憂 して お りま したが、結果 は健 康度 の 目

安 と して 日常の生 活、健 康づ くりに役立 て て下

さいとPRし ま した。

今回の活動 に従事 した推進員も、役割 を□ 一

テー シ ョンで分担 を しま したので、推進員 自身 の

地区名 会長 氏 名

保健活動

推進員数 ( 人 )

戸 塚 第 一 地 区 上 田 幸 子

戸 塚 第 二 地 区 中 村  登志子 5

戸 塚 第 三 地 区 米 澤  一  人

踊 場 地 区 木 村 利 雄

北 汲 沢 地 区 落 合 清 子 8

舞 岡 地 区 宮 家  新 5

川  上  地  区 岡 本 芳 ― 4

柏 尾 地 区 片 山 類 子 5

東 戸 塚 地 区 気 田  守 4

平 戸 地 区 堀 内  潔 2

平戸 平 和 台 地 区 平 野  恵美子 0

上 矢 部 地 区 大 塚 光 子

名 瀬 地 区 加 田 寅 ―

大 正 地 区 佐 藤  はつ江

汲 沢 地 区 堀 内 博 厚 7

上 倉 田 地 区 岩 山
奇 由紀子

下 倉 田 地 区 高 岡 京 子

合  計

( 平 成 27年 2月 1日 現 在 )

キ ャリアア ップにも繋が り、有意義な一 日とな りま した。
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健康講座
～心臓病だったのに脳卒中 ?

戸塚第―地区は、毎年住民向けの健康講座を開催 しています。今

年は らい疾患 と予防」 について、横浜医療センター病棟診療部長の

岩出和徳医師に講演をして頂 きました。

「脳梗塞の 3害」は心臓病が原因である」 との驚 くべきお話。さら

に「症状は、『動悸がする』 という専門的な言葉より、『 ドキ ドキす

る』『 ドッキンする』『何か胸のあた りがす っきりしない』など

' 自

分

の言葉で表現するほうが医師 としてもわか りやすい」 とのこと。ま

た病気を治すために「患者 と医師はチームです」 との発言は印象的

で した。

参加者 38名 、 しっか りとした治療や予防が大切であること、医者任せではな く「健康は自己管理」で

あることを自覚で きた と思 います。

, 戸 塚第二地区

いつまでも素敵な笑顔でいるためにパート2

10月 1日 ( 水 ) 、 矢沢町内会館で講師に沢辺知子先生をお迎え し、「マニ ュ

キ ュアの基礎知識を知 り、あなた らしいデザインで指先のお しゃれを楽

しみませんか ♪」を開催 しました。

ハ ン ドケアを して、マ ッサージや指圧で血行をよくしてか ら甘皮 とり、

ベースコー トを塗 りま した。いよいよマニキ ュア選びです。用意 してあ

る色 とりどりの ビンを手 に取 り、「 ピンクにしようか しら」「ベージュかな、

あなたはどの色 にするの」などと、 目を輝かせなが ら楽 しそうにワイワ

イガヤガヤ盛 り上が りま した。さらに、ス トー ンや ワンポイン トのシー

ルをはり、仕上 げに トップコー トを塗 って完成です。いつもの水仕事の

指先が、 ワンランク上の指先にな りました。

l 戸塚第三地区

マニキ ュア

ハ

ン

ド

マ

ッ

サ

ー

ジ

健康寿命を延ばそ う

戸塚第二地 区 は、戸塚駅 の西側 の鳥が丘及び東側 の吉 田町

と広範 囲 に渡 っています。 この ことか ら保健活動推進員 の活

動 は、困難 さが あ りますが、保健活動推進員 の協力等 によ り

スムーズな活動が行われています。

当地 区 の活動 は、健 康 寿 命 を延 ばす こ との必 要 性 を鑑 み

「知 って得す る血管の基礎知識」 と題 し、健康づ くり係の協力

を得 て BCチ ェ ッカーでの血管年齢及び血圧 を測定 して血管

に関する病気 を考 え、その原因 となる運動不足・食べ過 ざ・ス トレス等 に注意 して動脈硬化 を防止 し、

血管の若返 りを して健康寿命 を延 ばせることを学びま した。

また、最近話題 となっている熱中症、腸管出血性大腸菌○ - 157等 の身近な問題についても実施 しました。

血健康講座
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転ばぬ先の杖

私達踊場地区は踊場駅か ら大部分が南に位置する十四町内会の連合です。

年間の最大行事 は、毎年十月 に開催 される未就学児か らお年寄 りまで大勢参加

する体育祭で私たちは救護を担当 します。子供達 は徒競走等で大人達 は町内対

抗 リレー等で張切 り過 ぎて時々膝や肘 を擦 りむきます。私達の出番です。傷 □

を洗い、薬を付 けガーゼを当て包帯で固定 します。私達 は素人ですが付 き添い

の看護師さんに全部お願 いすることは出来 ません。手当の勉強を しなければと

全員地域ケアプラザの職員の方か ら昨年 は切傷、捻挫等の手当の講習、本年 は

三角巾の使 い方の実習を受 けま した。三角 巾を四角 に畳むのさえ苦労 しました。九月の最終打合せでは

今年の出場者 は延べ二千人 と聞 き、その数 に圧倒 されると同時に手当の講習、実習を受 けたのですか ら

しっか り頑張ろうと決意を新たにしました。残念なが ら 10月 5日 は台風 18号 の為体育祭は中止で した。

三角巾の実習

北汲沢地区

Ⅲ
高橋先生の

名講義に聞き

入る皆さん

年に一度のふ りかえ り健康講座

講演を始めて今年で 6年 にな ります。今 回は趣向を変 え、汲沢ケアプラザ との協賛で「老前整理」

～片付けが幸せを呼ぶ～を開催 しま した。老後 は健康が第―、体力のある今のうちに身の回 りを整理す

る事で、生活が明る く前向さにな ります。お蔭 さまで10月 3日 清水晶子 さんを講師に迎えての講演会 は

参加者53名 、会場は満員の盛況で した。

老前整理 とは・ ○ 老前整理は自分 との対話の時間   ○ 自分の気持ちと暮 らしをス ッキ リと

○ 老後を迎えた生活の見直 し ○ 生活環境の整理 と整備

○ 良いことは自分の心の中に書 さ、悪いことは紙 に書 き冷蔵庫 に貼る

○ 必要なものだけを上手 に収納    ○ ときめかない物はいらない物

*身の回 りを快適・安全 に整理することで、転倒や骨折も防げます。

■ 講演会

舞岡地区

「認知症予防講座」を開催 しま した !

舞岡保活は自主事業 として、毎月 2回 の「卓球を楽 しむ会」 と概ね

2カ 月に 1回 の様々な催 しを開催 しています。

1例 として、 9月 に舞岡地区センターで開催 した健康講座「認知症

予防を学ぶ」 について紹介 します。講師は、横浜医療セ ンター高橋竜哉神経内科部長 ( 出 前講座) 、 戸塚

区の内田保健師。 メイン講師の高橋先生 には、難 しい話をわか りやす く、ユーモアに包んで。内田保健師

には、脳 トレで楽 しく講義をして頂きました。募集人員いっぱいの70名 の参加者があり、認知症予防というテ

ーマが二一ズに合 ったと感 じています。通路でも良いから参加させて欲 しいという方もおられました。

貴重な資料を頂 き、様々な レベルの質義応答を通 じ、参加者か ら「誤解 していた」の声がでるなど

' 実

り

の多い日にな りま した。今後も関係先のご支援 を得て、住民の二―ズを捉 えて、保活 メンバー全員の力

で、健康寿命増進の為の自主事業を展開 してまいります。



川上地区

転倒防止で健康寿命を延ばそ う

川上地区の主な活動 は、健康講座の開催 とウォーキ ング大会の実施

があ ります。 9月 9日 に開催 した健康講座 は52名 の参加で、第―部 は

東戸塚記念病院の理学療法士の先生か ら「転倒防止教室」の講演 と予

防運動の実技、第二部では指の血流測定 ( BCチ ェッカー) で 自分の

健康度 をチ ェ ック しま した。寝 た きりになる原 因で「骨折
・

転倒」 4. 転 倒防止教室

は、脳血管疾患、高齢 による衰弱 に次いで第 3位 と説明があ り、実技では椅子 に座 って行 う足の運動、

負担のかか らないスクワ ッ ト運動、「 しなが ら体操」な ど歩行時に大切な筋肉を鍛える運動 を教えてい

ただ さま した。参加者か らは、 これな ら今 日か らテ レビを見なが ら、食事の支度を しなが らでも出来る

と感想をいただ きま した。足腰 を元気 に保ち、生 き生 きと生活することが健康寿命を延ばす ことと学ん

だ講座で した。

十 1柏尾地区

はまちゃん体操ナン ト100回 を越 えます。

柏尾地区は、 ここ数年来「健康体操」「お楽 しみ落語会」「施設見学」等 を3本 柱 として活動 してき

ま した。特 に、 はまち ゃん体操 を含む健康体操 は8年 目に入 り、間もな く100回 目を迎 えようとしてい

ます。毎月第4木 曜 日の10時 か ら1時 間半程度、柏陽台 自治会館で行 っています。「介護 されない体づ

くり」 を目指 し、家 でも無理 な く出来 る軽めの体操 を、優 しく時には厳 しい講 師でもある上 田隆―郎

先生の ご指導で楽 しく行な っています。 はまち ゃん体操も細か くご指導 く

ださっていますので、かな り上達 したのではないか と思 っています。

毎年春 と秋 には、下永谷市民の森 を通 り、平戸永谷川周辺 を散策 しなが

らウォーキ ングも楽 しんでいます。私達 は、地域の皆 さんの健康寿命が少

しでも伸び、明る く楽 しく健康的な 日々を送 っていただけますよう、 これ

か らも努力 してい くつも りです。

東戸塚地区

■ はまちゃん体操

ロコモ予防活動 と認知症の勉強

当地区は13名 の推進員 によ り、地域住民 の健康づ くり、推進員のキ ャリアア ップにと楽 しく活動 し

てお ります。地域住民への健康づ くリサポー トでは、 ロコモ予防講座 を 2月 と 7月 に東戸塚地域ケア

プラザ を会場 に開催。推進員 を含め30名 が参加、市体協戸塚 スポーツセ ンター指導員 によ り「ハマ ト

レ」の勉強 と実技の指導 を受 け、「 いつまでも元気 に歩 ける体づ くり」 を学び ま した。終了後、区役

所保健師の指導のも と、血管年齢測定も実施 しま した。東戸塚地域ケアプ

ラザ との協働活動 としては、 7月 に推進員研修 として10名 が参加 し、戸塚

区認知症キ ャラバ ンメイ トの講 師によ り、認知症サポーター養成講座 を受

講、サポータの印<オ レンジ リンク>を 受取 りま した。 10月 には「 ケアプラ

ザ まつ り」 の会場 に推進員 による血管年齢
。

体力測定 ブースを設 け、来場

した地域住民 に対 し、健康寿命 を延 ばそ うとPRし ま した。
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後  言己  
また、 日頃か ら福祉保健活動 に ご協 力をいただいている町内会、社会福祉協議会、地域 ケアプラザ等の皆様 に感謝 申 し上げ

ます。 ( 編集委員長) 上田幸子  ( 編集委員) 大 塚光子、加 田寅一、堀内 博厚

力、ロコモ予防講座


